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1. まえがき 
 現在、介護現場の人材不足が社会的課題にな

っており、介護業界では2025 年に 32万人の人

材不足が見込まれている[1]．そのため、介護人

材確保を目的として、厚生労働省は介護職員の

負担軽減や効率のため介護ロボットと見守り

センサーなどの情報通信技術の活用を促進し

ている[2]．内閣府（2020）は、「介護サービス

においては新技術の導入により、タスクの負担

が軽減され、高齢者の就業継続を促進すること」

と指摘している[3]．ところが、介護現場には普

及はされていないのが現状である[4]． 

 原因の一つとして、情報通信技術の導入は、

逆に仕事量の増加につながる恐れがある．尾林

和子・増山茂（2018）の研究では、「ネット環

境整備に時間と費用を要した」、「初期設定の

方法が煩雑である」などの問題が指摘されてい

る[5]．杉野恭兵ら（2016）も「見守りシステム

は、遠隔介護支援において利益であるが、介護

職員の負担増が課題となった」と指摘した[6]． 

 一方、介護職員が新しい技術に対する抵抗感

があると考えられる．実態調査結果を見ても、

「必要性を感じていない」「使いこなせるか不

安がある」などを導入していない理由としての

施設が多かったが[4]、なぜそうした判断が下さ

れるのか、どのような点が使いにくいと感じら

れるのかといった具体的な要因はまだ明らか

にされていない． 

 この問題を解決ため、本研究では、介護現場

の職員がテクノロジー活用に心理的負担感の

要因を研究したい．  

 
2. 先行研究 
 心理的抵抗感から見ると、介護の現場では、

思いやりや感情的なつながりが強調され、介護

機器の使用には否定的な意見が根強い．汲田

（2019）は「人が人力によって『ぬくもり』や

『思いやり』を感じるという介護観のなかで長

年行われてきた」と指摘している[7]．石田（2022）

も「ケアはあくまで人と人との営みから成り立

つものとする考えが強い」ことや、ケアを「科

学的手法によって分析することについての抵

抗感や違和感が否めない部分がある」ことを述

べている[8]． 

 一方、介護職員の平均年齢の高さによる情報

通信技術スキルと知識の不足が負担感につな

がる．経済産業省（2022）は、「導入されたた

介護機器が使用されない」「操作性や作業効率

の悪さ」と報告している[9]．村上逸人（2023）

は「使用方法や新しい技術の習得が必要となり

従業員の負担につながる」と指摘し、一部の介

護現場では「ICT 機器の導入に伴う混乱」「必

要なデータ入力をすることによる業務過多へ

の不安」「キーボード操作に不慣れな職員を抱

えている」ため、従前の申し送りノートに戻っ

てしまった事例も挙げている[10]． 

 これまでの研究は介護現場でテクノロジー

導入時の問題に焦点が当てられてきた．しかし、

介護職員を主な研究対象として具体的な阻害

要因に関する研究は行われていない．特に、デ

ジタル時代に入ってから、テクノロジー技術が

発展を遂げた．作業現場でのテクノロジー活用

が普及する中で、介護職員の意識に関する研究

は十分な意義があると考えられる． 

 
3. 研究方法 
 本研究では、施設内に勤務している介護職員

を研究対象として、定性的な研究方法で探究し

ている．  

 まず、参与観察を中心とするフィールドワー

クを行った．調査の期間は2024年 7 月～ 2024

年12月であった．筆者はボランティアとして、
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介護施設において介護職員のサポートを提供

し、現場の実態を直接観察した．介護職員は使

用または習得する際に直面する問題、感想や意

見などを記録し、データを収集した． 

 また、介護現場で従事する介護職員を対象に

インタビュー調査を行う．調査項目については，

大きく以下の四つの項目群で構成している．①

調査対象者に関する基礎情報（国籍・性別・年

齢層・職務・経験年数・雇用形態・保有資格）、

②技術を使う場⾯と感想、③困ったことや不便

な点、④技術が仕事に与える影響である．イン

タビュー協力者の概要については表１に示す

とおりである． 

  
表 1 インタビュー協⼒者属性 

 国籍 性別 年代 

A さん インドネシア 男性 20 代 

B さん ⽇本 ⼥性 20 代 

C さん ⽇本 男性 20 代 

D さん フィリピン ⼥性 30 代 

E さん ⽇本 男性 30 代 

F さん ⽇本 ⼥性 30 代 

G さん ⽇本 ⼥性 30 代 

H さん ⽇本 ⼥性 40 代 

I さん ⽇本 男性 50 代 

 
 調査は、勤務先を訪問して対面形式で行い、

1人あたり30分から40分程度の半構造化インタ

ビューを実施した．インタビュー内容は、録音

アプリを使用して事前に承諾を得たうえで録

音し、その後文字起こしを行った． 

 本研究では、文字化資料とインタビューの

際に記録したメモおよびインタビュー時以外

に施設内で得られた情報や参与観察した際の

気になる点等を記したメモ類を補助資料と

し、その全てを分析の対象とする．質的内容

分析については、佐藤郁哉（質的データ分析

法：2008）を参考に実施した[11]． 

 

4. 調査結果 
 本研究では、介護施設で勤務する９名の介

護職員に対し、半構造化インタビューを実施

し、逐語化した発話データをもとに意味内容

ごとにコード化を行い、類似性・関連性に基

づいて整理した.その結果、40個のコードが

抽出され、10 のサブカテゴリー、３つのカテ

ゴリーに統合された（表２）.この分析過程で

は、特に職員の語りに含まれる「心理的反

応」「行動の変化」「支援の影響」に注目し

て整理を進めた. 
（１）受け入れの基礎を作る 
 テクノロジー導入初期においては、多くの

介護職員が操作の難しさや失敗への恐れを抱

いていた.「ボタンが多くてどこを押せばよい

かわからない」「エラーが出ると焦る」とい

った発話に代表されるように、ICT操作に対

する不安や抵抗感が強く見られた.また、紙の

記録を併用することで安心を得ようとする行

動も多く確認された.これらの行動は、職員が

新しいシステムに慣れる前に心理的な安心を

保とうとする防御的な反応であり、テクノロ

ジー受容の初期段階では「心理的安全の確

保」が重要な鍵となることが明らかになった. 
（２）支援を通して安心を得る 
 第２段階では、支援や学びを通じて心理的

安定を取り戻す過程が見られた.「困った時に

聞ける人がいる」「上司が見守ってくれると

安心」といった発話から、ピア支援や管理者

支援が心理的負担の軽減に寄与していること

が示された.また、「記録が正確に残る」「確

認しながら操作できる」といった語りは、

ICT が情報共有や連携の促進に貢献している

ことを示している.一方、「研修の機会が少な

い」「マニュアルが難しい」という発話もあ

り、教育体制の不足が負担感を長期化させる

要因となっていた.したがって、支援の有無や

その質が、受け入れ過程を促進または停滞さ

せる主要な要因であることが示唆された. 
（３）実践に活かして定着する 
 第３段階では、職員が操作に慣れ、ICT を

日常業務の一部として活用する姿が確認され

た.「もう ICT がないと業務が回らない」「慣

れたら紙より早い」といった語りからは、経

験を通じた習熟と自信の獲得がうかがえた.一
方で、「人の判断がやはり大事」「機械に頼

りすぎたくない」といった発話もあり、技術

の利便性と人間的ケアの両立を意識している

ことが分かった.これにより、介護職員は単な

るスキル習得にとどまらず、倫理的判断を伴

う成熟した活用段階へと移行していた. 
（４）時間的推移にみる心理変化 
 逐語データを時間軸に沿って整理した結

果、職員の心理的反応は「抵抗感 → 負担感 
→ 不安感」という段階的変化をたどることが 
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確認された.抵抗感は導入初期に集中してお

り、主な要因は操作不安や失敗への恐れであ

った.次に、学習初期における負担感は、「更

新頻度が高い」「研修時間が足りない」など

制度的・環境的制約に由来していた.さらに、

実践期に残る不安感は、ICT依存への警戒や

「人間的判断を失いたくない」という専門職

意識から生じていた.これらの心理変化は、単

なるスキル熟練ではなく、支援・理解・安心

の積み重ねによって少しずつ変容するプロセ

スであり、介護職員の意識の柔軟性と慎重さ

を同時に示すものである. 
 以上の結果から、介護職員のテクノロジー

受容過程は、不安と抵抗から支援による安

心、そして実践による定着へと段階的に変化

していく心理的プロセスとして整理できる. 
 
5. 考察 
 本研究の分析を通じて、介護職員のテクノ

ロジー受容は、単なるスキル習得の問題では

なく、心理的安全を土台とした段階的な学

習・適応過程であることが明らかになった.特
に、逐語化データを時間的に再構成した結

果、職員の心理的反応は「抵抗感 → 負担感 
→ 不安感」という３段階の変化をたどり、そ

れぞれの段階において異なる支援ニーズと学

習課題が存在することが確認された.これによ

り、従来の「ICT スキル不足＝導入阻害要

因」という単線的理解を補完し、感情・支

援・環境が交錯する多層的な受容プロセスと

して再定義することができた. 
 まず、導入初期の抵抗感は、技術への拒否

ではなく、「失敗による責任不安」や「ケア

の質を損ねたくない」という倫理的慎重さに

起因していた.この段階では、心理的安全を確

保できる導入支援の整備が必要である.とりわ

け、操作失敗を“ミス”ではなく“学びの一

部”と位置づけるような組織文化が形成され

れば、抵抗感は早期に緩和される可能性が高

い. 
 次に、学習初期に見られた負担感の増大

は、単なる技術的難易度よりも、更新頻度や

マニュアル不備などの環境要因が大きく影響

していた.負担感の強弱が「支援の有無」と密

接に関連しており、同僚・上司との相互支

援、情報共有、確認行動が、職員の安心感と

自己効力感を高めていた.このことは、学習を

支える環境設計の重要性を示唆する. 

表２ 階層的カテゴリー⼀覧 

カテゴリー サブカテゴリー 標題 

受
け
入
れ
の
基
礎
を
作
る 

導
入
初
期
の
不
安
と
抵
抗 

ボタンの多さへの戸惑い	
 

操作手順への迷い 

エラー発生時の焦り 

時間的制約による不安 

操作難易度の高さ 

技
術
ト
ラ
ブ
ル
と
更

新
へ
の
混
乱 

頻繁な更新への混乱 

告知不足による仕様変更の負担 

システム処理の遅延によるストレス 

システム障害による業務停止 

責
任
感
に
よ
る
緊
張 

夜勤時の単独判断へのプレッシャー 

入力漏れへの不安 

責任感による緊張の持続 

トラブル発生時の焦燥感 

紙
併
用
に
よ
る
心
理

的
安
全 

紙記録との併用による安心感 

人的確認による信頼確保 

バックアップ手順の必要性 

アナログ手段による心理的安全 

支
援
を
通
し
て
安
心
を
得
る 

同
僚
に
よ
る
支
援 

仲間の助け合いによる安心感 

協働によるモチベーション向上 

情報共有による可視化 

質問しやすい職場雰囲気による安心感 

知識共有文化の定着 

管
理
者
に
よ
る
支
援 

声かけ・見守りによる心理的安定 

チェック体制による業務品質の維持 

研修機会の不足への要望 

運用ルール統一の必要性 

情
報
共
有
と
確
認
行

動 

記録精度の高さを評価 

業務履歴の可視化 

確認操作による安定性 

共有による連携効率の向上 

感
謝
に
よ
る
心
理
的

回
復 

利用者からの感謝による心理的回復 

前向きな交流による意欲向上 

達成感による学習意欲の向上 

安心感によるストレス軽減 

実
践
に
生
か
し
て
定
着
す
る 

操
作
習
熟
と
業
務
効

率
化 

習熟による操作の自動化 

ICT 操作による業務効率化 

トラブル時の冷静な対処 

ICT 依存度の高まり 

人
間
中
心

の
ケ
ア
意

識 

技術利便性と人的判断の両立 

技術依存を抑制する意識 
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 また、実践段階で持続していた不安感は、

ICTへの依存が進む中で「人間的判断を失い

たくない」という専門職意識から生じていた.
このような不安感は、技術と人間性のバラン

スを維持するための健全な警戒心であり、テ

クノロジーの適正利用を促す“内在的な安全

弁”として機能していると考えられる. 
 さらに、時間的推移を追う分析により、

「支援との出会い」が受容プロセスを加速さ

せる決定的要因であることが見出された.支援

は単発の研修にとどまらず、日常的に「質問

できる」「見守られている」と感じられる関

係性として存在するとき、職員の心理的安定

と学習意欲を持続させる.これらの結果は、介

護現場の ICT 導入が、機器更新だけでなく、

支援文化と心理的安全を同時にデザインする

マネジメント課題であることを示している. 
 したがって、今後の介護現場におけるテク

ノロジー活用を推進するためには、操作研修

だけでなく、心理的安全を保障する組織支援

システムの構築が不可欠である.抵抗感や不安

感を排除すべき障害とみなすのではなく、そ

れらを職員の成長と学びの契機として捉え直

し、学びの循環を支える現場文化を形成する

ことが求められる. 
 
6. まとめ 
 本研究は、介護職員の心理的抵抗感・負担

感・不安感に注目し、テクノロジー活用の阻

害要因を段階的に明らかにした点に特徴があ

る.逐語データを詳細に分析し、コード化・再

構成を行った結果、心理的反応は「抵抗感→

負担感→不安感」という３段階の過程をたど

ることが確認された.これにより、職員が新し

い技術を受け入れていく過程は、単なるスキ

ル習得ではなく、心理的安全と支援を基盤と

する適応プロセスとして理解できることが示

された. 
 また、分析を通じて、「支援との出会い」

が受容を促進する決定的な契機となることが

明らかになった.上司や同僚の支援、相談のし

やすい環境、利用者からの感謝といった経験

が、抵抗や負担を安心感へと転換させ、自己

効力感を高めていた.これらの結果は、介護現

場の ICT 導入が、機器整備だけでなく組織的

支援文化の形成を伴うべきであることを示唆

している. 

 本研究は一施設・少人数を対象とした定性

的研究であり、結果の一般化には限界がある

が、時間的推移を踏まえた心理的変化の構造

を明らかにした点で一定の意義を有する.今後
は、複数施設・職種を対象とした量的調査

や、職員の心理的安全を高める支援プログラ

ムおよび導入促進システムの提案を行うこと

で、より実践的な展開を目指すものである. 
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